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全
板
国
保
組
合
は
三
月
十
四
日

東
京
郵
便
貯
金
会
館
に
於
い
て
第

六
十
三
回
通
常
組
合
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
日
、
全
国
各
県
板
支
部

よ
り
組
合
会
議
員
四
十
五
名
（
代

理
委
任
共
）
と
全
板
国
保
理
事
幹

事
二
十
名
が
参
集
。
愛
知
県
板
か

ら
は
組
合
会
議
員
で
あ
っ
た
前
事

務
局
長
吉
田
氏
が
病
気
退
職
の
た

め
細
野
厚
生
副
委
員
長
が
出
席
し

た
。

毎
年
通
常
総
会
が
収
支
決
算
が

決
ま
る
年
度
末
前
の
こ
の
時
期
に

開
か
れ
る
理
由
は
、
新
年
度
の
事

業
計
画
と
そ
れ
に
関
わ
る
予
算
組

の
承
認
を
得
る
た
め
で
あ
る
。

組
合
会
は
午
前
十
一
時
、
加
賀

副
理
事
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り

勝
又
理
事
長
は
「
景
気
低
迷
が
続

く
中
、
板
金
業
界
に
も
倒
産
業
者

が
増
え
つ
つ
あ
る
厳
し
い
現
状
を

踏
ま
え
「
病
は
気
か
ら
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
業
績
不
振
の
ス
ト

レ
ス
か
ら
病
に
な
る
こ
と
も
有
り
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砂

来
た
。
続
い
て
平
成
十
三
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
組
の
内
容
等
が

詳
細
に
説
明
さ
れ
、
前
述
の
理
由

か
ら
保
険
料
改
定
と
二
十
五
才
未

満
の
従
業
員
を
対
象
に
し
た
「
特

二
種
組
合
員
」
を
設
定
し
月
額
一

万
円
と
す
る
こ
と
と
、
組
合
規
約

一
部
改
正
の
議
決
事
項
を
上
程
、

質
疑
を
受
け
た
の
ち
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
質
疑
に
つ
い
て
は
時
節
が

ら
国
保
組
合
員
に
思
い
や
り
の
あ

る
保
険
事
業
の
要
望
が
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
組
合
員
、
従

業
員
と
家
族
の
健
全
な
生
活
を
守

る
全
板
国
保
事
業
の
安
定
化
の
た

め
、
国
保
組
合
員
の
加
入
率
拡
大

に
向
け
て
、
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑧

＊概況＊

平成12年度は、医療保険制度抜本改革の前提として位置

付けられた「介護保険制度」の実施と併行してスタートし

た。医療保険者としては、第２号被保険者の介護保険料を

賦課・徴収する義務を課せられ、その対応に追われた。一

方、国民健康保険事業に課する当局よりの行政指導は、組

合員資格の適正化を中心とする「適用の適正化」が最重点

項目として示され、現在の経済不況と相侯って本年度も被

保険者数の漸減傾向が続いた。しかし、昨年末に至って一

時的に下げ止まりが見られたが、今後の見通しは楽観を許

さない。１２月末現在組合員16,183人、家族23,409人、合計

39,592人（前年度末比△977人）となっている。

医療費の動向は、一般被保険者分の療養給付費11月末現

在の実績で、一人当たり月平均13,223円（費用額)、対前年

比5.12％増となっており、年初の予定を大きく上回ってい

る。増えた最も大きな原因は「入院」の増加にある。被保

険者数が減少しているにもかかわらず、入院費用額が昨年

景
気
と
病
気
は
表
裏
一
体
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
時
、
組
織

を
通
し
て
互
い
に
助
け
合
っ
て
商

売
を
守
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
各

自
の
健
康
管
理
と
共
に
、
保
険
事

業
の
充
実
を
計
っ
て
行
き
た
い
」

と
挨
拶
。

こ
れ
よ
り
議
長
選
出
の
後
、
議

事
に
入
り
事
務
局
よ
り
十
二
年
度

の
事
業
内
容
と
決
算
見
込
み
の
詳

細
説
明
が
さ
れ
た
。
十
二
年
度
、

医
療
費
の
動
向
は
国
保
組
合
員
の

減
少
に
も
関
わ
ら
ず
月
平
均
一
人

当
り
の
医
療
費
一
三
、
二
二
三
円

（
前
年
度
比
五
・
一
二
％
増
）
と
大

幅
な
増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
原
因

は
入
院
の
増
加
と
共
に
、
超
高
額

医
療
費
患
者
の
続
出
に
あ
る
が
、

保
険
事
業
は
相
互
扶
助
が
原
則
で

あ
る
か
ら
や
む
を
え
な
い
現
象
と

言
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
年
度

繰
越
金
は
二
億
円
余
り
と
な
り
、

総
体
的
な
見
込
み
予
算
組
み
上
、

保
険
料
値
上
げ
が
必
至
と
成
っ
て
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より５千386万円も増えている。入院１件当たりの費用額が

明らかに増加しており、今後の動向に注目したい。

老人医療費は前年度同期と較べ、総額・一人当たり額とも

減少している。その理由は必ずしも明確ではないが、原因の

一つとして４月から施行された介護保険との関連が推察され

る。昨年暮には、健保法等関連法案が可決成立し、本年１月

１日から施行されたところであるが、国保組合にとっても大

きく影響する内容となっている。

一方、事務局の内部努力として、診療報酬明細書（レセプ

ト）の点検調査事務に積極的に取り組んだ結果、財政効果を

上昇させ指導官庁より評価を得たところである。また、第三

者行為をはじめとする不当利得等の求償事務や、ますます複

雑化する制度に対応するための事務の改善、支部事務の電算

化の促進等関連作業にも精力的に取り組んでいる。

以上、平成12年度は制度の抜本改革をにらんでの課題の多

い年度であったが、関係者のご理解を得て無事終了する予定

である。

拳●●鐘平成12年度事業の中間報告参拳拳鐙
平成12年４月１日から
平成13年１月31日まで

織 麓

愛

塞蕊

し
組
合
会
の
風
景

。
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総
会
》
開
催

溺騨

三
月
十
一
日
⑧
正
午
名
古
屋
空

港
近
く
の
豊
山
社
教
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
、
各
支
部
の
代
表
者
三
十

二
名
が
集
ま
り
識
尾
張
板
金
連
合

会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
の
辞
の
後
、
会
長
挨
拶
、

こ
こ
で
は
保
証
制
度
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
尾
張
地
区
で
は
一
一
七
名

が
修
了
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
活
用

し
た
の
は
十
三
件
と
活
用
者
の
少

な
さ
に
嘆
か
れ
た
。
続
い
て
十
二

年
度
事
業
報
告
、
十
三
年
度
事
業

報
告
案
、
会
計
報
告
及
び
監
査
報

告
、
会
則
の
承
認
に
つ
い
て
、
役

員
任
期
満
了
に
付
き
役
員
の
改
選

と
議
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

ま
た
来
賓
と
し
て
村
上
理
事
長

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
全
板
大
会

参
加
の
呼
び
か
け
、
太
陽
光
発
電

工
事
の
活
用
、
ま
た
吉
田
専
務
の

病
気
に
よ
る
退
職
の
件
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
。
吉
田
専
務
に
は
毎

》
墨

》

騒

〈雲豊鍾霞

さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
で
は
約
８
肺

の
砂
浜
を
車
が
走
行
で
き
る
区
間

が
あ
り
、
波
ぎ
わ
を
走
る
の
は
な

か
な
か
爽
快
で
あ
っ
た
。

金
沢
市
街
に
入
る
と
金
沢
東
茶

屋
街
と
い
う
昔
の
風
情
を
残
し
た

遊
歩
道
を
散
策
し
、
近
江
町
市
場
、

こ
こ
で
は
新
鮮
な
魚
や
野
菜
等
が

安
く
手
に
入
る
の
で
、
地
元
の
人

や
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
昼

食
後
、
妙
立
寺
を
見
学
、
こ
こ
は

予
約
制
で
時
間
厳
守
、
軽
装
や
酒

気
を
お
び
た
方
も
だ
め
だ
そ
う
だ
。

本
堂
の
中
に
入
る
と
三
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
各
々
ガ
イ
ド
が
一
人

付
き
堂
内
を
案
内
さ
れ
た
。
忍
者

寺
と
い
う
別
名
が
あ
る
だ
け
あ
っ

て
、
隠
れ
階
段
等
い
ろ
い
ろ
な
か

ら
く
り
の
説
明
を
聞
き
、
驚
き
の

声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
上
が
っ
て

い
た
。
金
沢
で
は
、
ま
た
違
っ
た

穴
場
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
予
定
地
を
す
べ
て
見

学
し
、
北
陸
道
を
通
り
名
神
高
速

に
合
流
し
無
事
予
定
通
り
名
訳
に

到
着
し
、
各
々
が
帰
路
に
つ
い
た
。

津
島
猪
飼

尾
鐸
張
趨
板
滞
金
池
連
”
合
・
会

鍵
蕊
篭
蕊
潔

し
総
会
の
風
景

津
一
成
枢
年
度

蕊:鱗灘

蕊

上
、
御
母
衣
ダ
ム
を
通
り
白
川
郷

で
昼
食
見
学
。
白
川
郷
で
は
平
日

と
あ
っ
て
人
も
少
な
く
、
周
り
の

山
肌
に
残
る
雪
景
色
と
茅
葺
屋
根

の
集
落
の
中
を
歩
く
の
は
風
情
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
北
上
し

五
箇
山
旧
に
入
り
最
終
の
福
岡
正

で
お
り
、
氷
見
漁
港
の
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
を
見
学
。

い
と
言
わ
れ
た
。

議
長
選
出
が
行
わ
れ
、
議
長
に

酒
井
佐
氏
が
皆
さ
ん
の
協
力
で
議

事
が
進
行
出
来
ま
す
よ
う
に
お
願

い
を
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

平
成
皿
年
度
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
監
査
報
告
、
技
能
士
会
報

告
、
青
年
部
報
告
と
続
き
、
役
員

改
選
に
入
り
、
新
支
部
長
に
望
月

治
氏
が
選
出
さ
れ
、
他
の
役
員
は
、

新
支
部
長
に
一
任
さ
れ
た
。
挨
拶

の
中
で
組
合
員
全
員
の
協
力
で
が

ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
た
。

問
屋
さ
ん
の
挨
拶
の
中
で
、
世

中
の
き
び
し
い
中
で
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
と
言
わ
れ
た
。

総
会
後
６
時
か
ら
の
懇
親
会
で

は
、
話
に
花
が
咲
き
、
カ
ラ
オ
ケ

も
盛
り
上
が
っ
て
盛
大
に
終
わ
る

事
が
出
来
た
。
刈
谷
岩
室

識：

▲「金沢東茶屋街｣を散策する会員

年
新
年
の
支
部
の
安
全
祈
願
祭
に

参
加
い
た
だ
い
て
い
た
だ
け
に
残

念
で
あ
る
。
閉
会
の
辞
の
後
、
送

迎
バ
ス
に
て
懇
親
会
会
場
に
場
を

移
し
た
。
懇
親
会
の
前
に
高
速
道

路
別
納
カ
ー
ド
の
説
明
が
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
か
ら
あ
り
、
既
に
活

用
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
た
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
に
比
べ
割
引

率
が
少
し
よ
い
ら
し
い
の
で
、
よ

く
高
速
道
路
を
使
わ
れ
る
方
は
経

費
節
減
の
た
め
に
考
え
ら
れ
て
は
。

こ
の
後
懇
親
会
が
始
ま
り
皆
が
盛

り
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

尾
張
板
金
連
合
新
役
員
紹
介

・
会
長
細
野
清

・
副
会
長
平
野
克
彦

佐
藤
忠
雄

・
会
計
富
本
育
三

・
監
査
未
定

・
相
談
役
滝
伸
二

。
顧
問
羽
柴
弘
和

・
各
支
部
長

一
宮
服
部
専
一

稲
沢
小
林
三
春

・
犬
山
小
島
一
広

岩
倉
宮
崎
勝
三

春
日
井
富
本
育
三

江
南
石
川
鐘
吾

小
牧
杉
本
和
彦

瀬
戸
山
口
次
男

津
島
平
野
克
彦

西
春
井
藤
和
美

敬
称
略

津
島
猪
飼

刈
谷
支
部
総
会
は
３
月
４
日
３

時
よ
り
、
西
浦
温
泉
に
お
い
て
組

合
員
虹
名
中
７
名
欠
席
の
中
、
来

賓
の
村
上
理
事
長
、
毛
利
西
三
板

金
連
合
会
会
長
を
お
迎
え
し
て
平

成
辺
年
度
の
総
会
を
行
っ
た
。
司

会
の
山
本
末
二
氏
の
進
行
で
、
支

部
長
挨
拶
、
理
事
長
挨
拶
、
毛
利

西
三
板
金
連
合
会
会
長
挨
拶
、
支

部
長
挨
拶
で
、
外
山
敏
氏
が
、
組

合
員
全
員
の
協
力
で
４
年
間
、
無

事
つ
と
め
終
え
る
事
が
出
来
た
の

も
皆
様
方
の
力
で
あ
り
、
次
の
支

部
長
に
、
全
員
で
協
力
を
し
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
た
。

理
事
長
挨
拶
で
は
、
村
上
理
事

長
は
６
月
過
日
の
神
戸
全
板
大
会

と
組
合
活
動
を
さ
さ
え
て
下
さ
る

よ
う
に
お
願
い
さ
れ
た
。

毛
利
西
三
連
合
会
会
長
挨
拶
で

は
太
陽
光
発
電
、
皿
年
新
年
会
は

西
三
の
担
当
で
協
力
を
し
て
ほ
し

３
月
躯
・
朋
日
山
善
会
員
と
賛

助
会
員
の
野
水
鉄
興
㈱
、
東
洋
化

学
㈱
、
大
洋
製
鋼
㈱
、
㈱
タ
ー
ー
タ

ハ
ウ
ジ
ン
グ
ウ
ェ
ア
に
参
加
い
た

だ
き
、
総
勢
記
名
バ
ス
一
台
に
乗

り
込
み
、
早
朝
名
訳
か
ら
能
登
方

面
和
倉
温
泉
に
出
発
し
た
。

一
宮
ｍ
か
ら
ま
だ
ま
だ
残
雪
の

残
る
荘
川
随
を
お
り
、
姉
号
を
北

…
刈
谷
支
部
総
会
…

こ
こ
は
、
き
と
き
と
（
地
元
で
新

鮮
と
い
う
意
味
）
の
魚
を
見
る
、

買
う
、
食
う
こ
と
が
で
き
る
魚
の

街
氷
見
な
ら
で
は
の
施
設
で
あ
る
。

さ
ら
に
富
山
湾
沿
い
に
北
上
し
、

こ
の
頃
に
は
日
も
暮
れ
だ
し
賑
や

か
だ
っ
た
車
中
も
静
か
に
な
り
、

ほ
ぼ
予
定
通
り
宿
泊
予
定
の
和
倉

温
泉
「
美
湾
荘
」
に
到
着
。
パ
ス

を
降
り
そ
の
ま
ま
特
設
会
場
に
入

り
総
会
が
行
わ
れ
た
。
開
会
の
こ

と
ば
の
後
、
斉
藤
会
長
挨
拶
。
こ

こ
で
は
景
気
が
悪
い
か
ら
と
い
っ

て
甘
え
て
景
気
の
せ
い
に
せ
ず
、

そ
の
中
で
自
分
は
ど
う
す
べ
き
か

と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
、

今
を
乗
り
越
え
よ
う
と
力
強
い
意

見
や
、
次
回
の
海
外
研
修
の
件
等

を
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
議
題
に

入
り
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
役

員
紹
介
、
賛
助
会
員
挨
拶
Ｐ
Ｒ
、

そ
し
て
山
善
山
田
社
長
の
挨
拶
。

い
つ
も
は
長
く
な
る
の
だ
が
旅
の

疲
れ
を
気
づ
か
っ
て
か
、
手
短
に

終
え
ら
れ
最
後
に
閉
会
の
こ
と
ば

で
第
加
回
山
善
会
総
会
を
終
え
た
。

そ
の
後
各
自
部
屋
に
入
り
温
泉

に
入
っ
た
り
し
て
旅
の
疲
れ
を
癒

し
た
。
こ
こ
の
源
泉
は
海
か
ら
取

り
入
れ
て
い
る
た
め
塩
か
ら
く
、

体
も
温
ま
り
飲
め
ば
消
化
器
系
に

良
い
そ
う
だ
。
一
時
間
後
の
宴
会

で
は
親
睦
を
は
か
る
た
め
く
じ
で

席
を
き
め
、
若
い
コ
ン
パ
ー
ー
オ
ン

も
加
わ
り
隣
合
わ
せ
た
者
と
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

翌
朝
蒲
ホ
テ
ル
を
出
て
能
登
半

島
を
横
断
し
て
反
対
側
の
海
浜
道

路
を
通
り
、
途
中
の
千
里
浜
な
ぎ

鐸
難
鑑
識
鐸
蕊
識
率
鐸
隷
鶴
舞
鐸
謹
聴
蕊
識
認
識
窯
舞
錘
謹
謹
蕊
識
識
謹
講
識
識
識
《

第
別
一
口
一
に
零
口
会
総
会
旅
行

鐸
議
謹
率
銭
鐙
鋒
錘
琴
奉
鐸
鍵
率
識
蕊
謹
鑑
蕊
識
鐸
謹
鐸
認
鑑
率
鍵
寒
鍾
率
舞
鶴
瀧
今
》



富
な
餌
を
食
べ
、
新
し
い
生
命
を

宿
し
て
岐
阜
や
長
野
の
高
い
山
奥

に
帰
っ
て
行
く
。
代
表
の
伊
藤
さ

ん
は
、
春
三
月
の
別
れ
は
淋
し
い

が
半
年
間
の
保
謹
活
動
か
ら
解
放

さ
れ
－
肩
の
荷
が
下
り
た
様
な
満
足

感
で
飛
び
去
る
烏
影
を
見
送
る
の

だ
そ
う
だ
。
そ
し
て
「
貴
方
も
奥

三
河
の
シ
ン
ボ
ル
、
美
し
い
『
お
し

ど
り
」
の
姿
を
見
に
来
て
下
さ
い
。

き
っ
と
私
た
ち
の
ふ
る
里
の
貴
さ
、

自
然
の
美
し
さ
を
深
く
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
」
と
。

今
年
は
お
し
ど
り
達
も
山
深
い

森
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
晩
秋

の
頃
に
な
っ
た
ら
、
設
楽
の
自
然

水
を
汲
み
に
行
き
な
が
ら
是
非
見

に
行
か
れ
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

日
中
は
岩
の
上
で
昼
寝
を
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
午
前
中
は

な
る
べ
く
早
い
時
間
、
午
後
な
ら

三
時
過
ぎ
が
岸
辺
に
近
い
所
に
寄
っ

て
来
る
か
ら
よ
く
見
ら
れ
る
。
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
行
く
と
川
面
を
雄

雌
揃
っ
て
優
雅
に
泳
ぐ
姿
が
観
察

出
来
て
感
動
で
あ
る
。
特
に
繁
殖

期
の
オ
ス
の
羽
色
は
際
立
っ
て
美

し
い
。
カ
モ
達
も
同
居
し
た
自
然

の
中
で
お
し
ど
り
の
貴
重
な
生
態

観
察
が
で
き
る
日
本
有
数
、
地
球

の
遺
産
と
地
元
の
人
々
は
誇
り
に

し
て
い
る
。
見
学
の
時
は
く
れ
ぐ

れ
も
生
態
観
察
の
マ
ナ
ー
を
心
掛

け
た
い
。
駐
車
料
三
○
○
円
⑧

北
設
楽
郡
設
楽
町
大
字
田
峯

字
竹
桑
田
三
ノ
六

「
設
楽
地
方
お
し
ど
り
愛
謹
会
」

代
表
伊
藤
仙
二
氏

竃
○
五
三
六
’
六
四
’
五
○
○
八

板(3)平成１３年４月１５日 第３５９号

▲あいさつする杉浦一義青年部長

今
回
は
、
新
年
号
で
紙
面
の
都

合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
冬
季
限

定
の
穴
場
を
紹
介
し
た
い
。

先
回
掲
載
し
た
よ
う
に
、
豊
川

℃
か
ら
新
城
市
を
経
て
大
海
か
ら

国
道
二
五
七
号
線
に
入
り
約
四
十

ｍ
位
で
大
輪
橋
の
三
叉
路
に
来
る
。

足
助
町
か
ら
は
一
時
間
く
ら
い
。

道
路
標
識
に
従
っ
て
「
田
峯
・
稲

武
」
方
向
に
寒
狭
川
沿
い
を
暫
く

走
る
と
右
側
に
設
楽
観
光
ヤ
ナ
の

「
八
雲
苑
」
が
あ
る
。
毎
年
落
ア

ユ
の
頃
に
は
「
鮎
ず
く
し
」
秋
の

味
覚
を
求
め
て
訪
れ
る
人
々
で
連

日
大
賑
わ
い
の
店
で
あ
る
。
ま
た

こ
こ
の
大
き
な
「
五
平
餅
」
は
格

別
に
う
ま
い
。
こ
の
近
く
に
住
む

従
兄
弟
が
料
理
長
を
し
て
い
た
縁

謝
蕊
鰯
繋
餅
騨
撫
撫

オ
シ
ド
リ

レ
夢
ケ
淵
の
鴛
鴬

さ
れ
楽
し
い
－
時
を
す
ご
し
ま
し

た
。

豊
田
松
井

赤
池
高
義
氏
が
新
組
合
長
に
選
出

さ
れ
、
赤
池
新
組
合
長
よ
り
平
成

過
年
度
役
員
構
成
閑
が
提
案
さ
れ

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

平
成
過
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予

算
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
岨
年
度
を
も
っ
て
退

会
さ
れ
る
３
事
業
所
と
入
会
を
さ

れ
る
１
事
業
所
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。議

案
審
議
終
了
後
、
各
報
告
事

項
の
発
表
と
な
り
青
年
部
報
告
、

技
能
委
員
会
報
告
、
豊
田
高
等
職

業
訓
練
校
講
師
報
告
が
あ
り
総
会

は
閉
会
し
ま
し
た
。
続
い
て
会
場

を
１
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
蝶
々
に
移

し
て
懇
親
会
が
お
こ
な
わ
れ
久
し

ぶ
り
に
見
る
顔
と
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

豊
田
松
井

も
あ
っ
て
い
っ
も
生
の
五
平
餅
を

土
産
に
し
て
い
る
。
八
雲
苑
を
過

ぎ
て
間
も
な
く
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
て
Ｔ
字
の
田
峯
交
差
点
を
右
折

し
た
所
の
橋
の
手
前
を
右
斜
め
に

細
い
道
を
下
っ
た
行
き
止
ま
り
の

元
製
材
所
に
目
的
の
「
お
し
ど
り

の
里
」
が
あ
り
、
野
鳥
の
愛
好
家

に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

地
元
の
「
設
楽
地
方
オ
シ
ド
リ

愛
護
会
」
が
二
十
余
年
に
わ
た
っ

て
保
護
と
繁
殖
を
目
指
し
愛
護
活

動
を
続
け
て
い
る
県
指
定
の
鳥
獣

保
護
区
お
し
ど
り
の
楽
園
で
あ
る
。

製
材
所
の
敷
地
内
に
あ
る
寒
狭
川

夢
力
淵
の
観
察
小
屋
に
は
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
所
々

観
察
用
の
穴
が
切
り
抜
か
れ
て
お

り
、
警
戒
心
の
強
い
オ
シ
ド
リ
達

が
安
心
し
て
自
然
環
境
の
中
に
居

ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

お
し
ど
り
は
東
ア
ジ
ア
特
産
の

カ
モ
の
仲
間
。
毎
年
十
月
頃
、
幼

烏
を
連
れ
て
田
峯
の
寒
狭
川
に
帰
っ

て
く
る
。
警
戒
心
の
強
い
お
し
ど

り
の
保
護
活
動
は
困
難
と
失
敗
の

繰
り
返
し
。
愛
護
会
員
の
忍
耐
と

努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
今
で
は
四
○

○
羽
以
上
と
な
り
家
族
同
様
に
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
る
と
か
。
秋
の

終
わ
り
頃
、
寒
狭
川
に
お
し
ど
り

達
が
帰
っ
て
来
る
と
「
今
年
も
来

た
、
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
」
と

胸
を
撫
で
下
ろ
す
と
い
う
。

そ
し
て
翌
年
三
月
ま
で
夢
ケ
淵

や
梅
ヶ
枝
淵
の
集
団
越
冬
地
で
豊

癖

『
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
』
４

階
似
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
組
合
員
総
数
馳
名
中
総

会
出
席
卵
名
、
委
任
状
出
席
７
名

で
し
た
。
三
浦
誠
治
氏
の
司
会
に

よ
り
開
会
し
た
総
会
は
、
西
俣
組

合
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨
拶
を

県
板
村
上
理
事
長
、
毛
利
貞
夫
・

西
三
板
金
連
合
会
会
長
、
加
納
敏

男
・
横
山
興
業
㈱
本
社
所
長
、
長

谷
川
賢
市
・
豊
田
高
等
職
業
訓
練

校
校
長
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
杉
本
忍
氏
を
議
長
に
選

出
し
て
議
事
に
入
り
平
成
岨
年
度

事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監

査
報
告
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
役
員
改
選
が
提
案
さ
れ

し
た
。
本
年
は
役
員
改
選
の
年
で

は
な
い
の
で
部
長
杉
浦
一
義
氏
・

副
部
長
鈴
木
昭
人
氏
・
会
計
の
今

井
義
信
氏
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
ま

た
今
回
一
名
の
新
人
部
員
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
赤
池
板
金
さ
ん
の

息
子
さ
ん
で
赤
池
義
徳
君
で
す
。

と
こ
ろ
で
平
成
十
二
年
度
を
も
っ

て
私
を
含
め
３
名
が
年
齢
が
来
た

の
で
退
部
す
る
こ
と
と
成
り
ま
し

た
。
自
分
も
歳
を
と
っ
た
ん
だ
な

あ
と
感
じ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催

平
成
旧
年
度
第
妬
回
総
会

▲あいさつする赤池高義新組合長

平
成
過
年
３
月
Ⅳ
日
田
、
平
成

過
年
度
豊
田
板
金
工
業
組
合
の
定

時
総
会
が
豊
田
市
小
坂
本
町
の

撫織灘
蕊溌

豊
田
板
金
工
業
会
青
年
部
（
杉

浦
一
義
部
長
）
は
、
さ
る
３
月
皿

日
出
市
内
の
料
亭
『
竹
と
ん
ぼ
』

に
於
い
て
第
皿
回
の
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
部
員
記

名
中
理
名
が
出
席
、
ま
た
来
賓
と

し
て
親
組
合
よ
り
西
俣
組
合
長
・

会
計
福
田
氏
、
横
山
興
業
㈱
様
よ

り
加
藤
孝
治
氏
・
松
本
氏
の
四
氏

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

部
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の
後
、

杉
本
忍
氏
を
議
長
に
選
出
し
た
議

案
審
議
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま

篭蕊

蕊
総鶏銅

第
創
回
総
会

愛

黙



器
雰
南
支
部
》

板第３５９号 平成１３年４月１５日（４）

；

池
田
商
店
が
松
下
電
工
の
協
力

に
よ
り
、
営
業
拡
大
の
た
め
の
勉

強
会
が
四
回
に
分
け
て
企
画
さ
れ
、

第
一
回
目
の
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
３
月
７
日
附
に
電
工
ビ

ル
南
館
に
お
い
て
午
後
１
時
～
４

時
迄
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
㈱
松
下
電
工
創
研
・
東

京
研
修
セ
ン
タ
ー
、
三
木
講
師
に

よ
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
と
し
て
住

宅
形
態
の
変
化
を
先
取
り
し
、
需

要
を
分
析
し
、
お
客
様
に
何
を
提

案
（
セ
ー
ル
ス
）
す
べ
き
か
に
つ

い
て
の
勉
強
と
な
っ
た
。

最
近
の
住
宅
傾
向
と
し
て
、
下

三
月
八
日
㈱
午
後
六
時
よ
り
烏

鈴
内
田
橋
店
に
お
い
て
幹
事
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
任
期
満
了
に
と
も
な
い
改

選
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
長
年

（
６
期
ｎ
年
）
に
わ
た
り
支
部
の

為
に
大
変
、
尽
く
し
て
頂
い
た

「
川
村
支
部
長
」
及
び
「
伊
藤
会

計
幹
事
」
が
交
替
の
意
向
の
た
め
、

一
蚕
鼠

鯛
幹
事
会

平成13年３月

退職のごあいさつ

愛知県板金工業組合

前専務理事吉田政次

拝啓
私 儀

昨年12月、突然の発病により入院を余儀なくされ、愛知県

板今Ｔ業組合を退職致しました。

在職中大変お世話になり有り難うございました。業界に

ついても何とか理解しこれからと言う時に、皆様方の

ご厚情に報いることなく組合を去ることは誠に残念であり、

また、大変申し訳なく存じます。

幸いにして病根はきれいに取り除くことができ、２月末

退院することができました。

今後は、手術の後遺症のリハビリに専念する予定です。

ご健康に留意され、今後の組合員のみな様の益々の

ご活躍を陰ながらお祈り申しあげます。

敬 具

編
ご
存
知
の
よ
う
に
四
月
か
ら
、

不
要
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

な
ど
四
品
目
を
対
象
に
し
た
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
買
い
替
え
時
に
小
売

店
等
が
無
料
で
引
き
取
っ
て
く
れ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
台
数
千
円

の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
運
搬
料
金

を
払
う
こ
と
に
な
る
。
不
要
の
冷

蔵
庫
を
出
し
た
時
一
台
四
六
○
○

円
十
運
搬
料
金
（
運
搬
距
離
に
よ

り
料
金
が
違
う
）
＋
消
費
税
と
な

り
一
万
円
近
い
処
理
費
を
強
い
ら

れ
る
か
ら
今
後
身
勝
手
な
張
後
に

よ
る
不
法
投
棄
の
横
行
が
心
配
さ

れ
る
。
ま
た
施
行
前
の
昨
今
駆
け

込
み
需
要
で
家
電
業
界
は
在
庫
底

払
い
と
か
。
皮
肉
な
現
象
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
製
造
業
や
建
設
業

か
ら
産
廃
物
は
必
ず
出
る
。
だ
か

ら
製
造
者
責
任
、
排
出
者
責
任
は

明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

板
金
業
界
に
も
改
修
工
事
か
ら

出
る
塩
ビ
雨
樋
や
波
板
な
ど
の
廃

材
処
理
に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
経
営
研
究
委
員
会
は
「
塩

ビ
廃
材
処
理
」
に
つ
い
て
塩
ビ
各

社
を
交
え
て
方
策
を
見
出
そ
う
と

計
画
し
た
が
塩
ビ
業
界
で
は
処
理

方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
の
理
由

で
協
調
し
て
貰
え
な
か
っ
た
。
一

日
も
早
い
処
理
の
確
立
を
願
う
。

三
月
二
十
八
日
附
晴

三
五
九
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
⑧

屋
の
無
い
バ
ル
コ
ニ
ー
・
ベ
ラ
ン

ダ
形
式
が
主
流
に
な
り
三
階
建
て

住
宅
の
増
加
に
よ
り
軒
樋
の
減

少
、
外
装
材
の
高
級
化
・
高
品
質

「
品
確
法
」
に
合
致
し
た
製
品

（
仕
事
）
を
、
い
か
に
良
い
お
客

様
（
住
宅
保
証
機
構
加
盟
の
工
務

店
・
お
施
主
）
に
セ
ー
ル
ス
す
る

か
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
勉
強
と

な
っ
た
。
時
節
が
ら
満
室
の
出
席

者
全
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
盛

況
に
第
一
回
目
の
講
習
会
が
終
了

し
た
。次

回
は
４
月
４
日
㈱

（
熱
田
・
南
）
伊
藤

〃昭
和
支
部

８
日
例
会
辿
名

①
役
員
改
選

②
全
板
大
会

③
高
速
道
路
別
納
力
ｉ

ド
説
明

中
村
支
部

Ⅳ
日
役
員
会
５
名

即
日
定
例
会
皿
名

中
支
部Ⅳ

日
支
部
会
８
名

中
川
港
支
部

即
日
労
働
保
険
年
度
更
新

熱
田
南
支
部

８
日
幹
事
会
Ⅲ
名

晦
日
定
例
会

尾
張
板
金
連
合
会

ｎ
日
総
会
剖
名

瀬
戸
支
部

９
日
支
部
会
皿
名

①
高
速
道
路
別
納
カ
ー

ド
説
明

②
新
旧
役
員
引
継
ぎ

岩
倉
支
部

⑫
．
過
日
研
修
旅
行
５
名

舘
山
寺
１
泊

役
員
引
継

津
島
支
部

５
日
定
例
会
９
名

江
南
支
部

晦
日
月
例
会
５
名

肥
・
明
日
総
会
旅
行
肥
名

”
日
新
旧
役
員
顔
合
わ
せ
会

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
（
ヒ
ル
テ
ィ
商

品
説
明
会
）
狸
名

鯉
日
役
員
会
４
名

西
三
板
金
連
合
会

咽
日
正
副
会
長
会
議
４
名

勉
強
会
（
６
月
２
日
予

定
）
の
打
合
せ

岡
崎
支
部

略
日
新
旧
役
員
引
継
ぎ
会鉛

名

塑
日
青
年
部
歴
代
部
長
会咽

名

碧
南
支
部

肥
日
青
年
部
総
会

豊
田
支
部

Ⅲ
日
第
皿
回
青
年
部
総
会妬

名

Ⅳ
日
第
妬
回
通
常
総
会
記
名

釦
日
第
１
回
役
員
・
班
長
会

刈
谷
支
部

４
．
５
日
総
会
（
西
浦
富
士

見
荘
）
皿
名

狸
日
新
旧
役
員
会
唱
名

西
尾
支
部

肥
日
役
員
会
四
名

①
共
同
購
入
開
始

②
全
板
大
会
参
加
者
決

定
③
半
端
材
活
用

胆
日
青
年
部
定
例
会
略
名

知
多
支
部

３
日
県
板
新
年
会
反
省
会肥

名

妬
日
青
年
部
総
会
肥
名

新
支
部
長
に
小
野
寺
俊
一
氏
（
小

野
寺
板
金
工
業
）
に
、
会
計
幹
事

に
内
川
一
雄
氏
（
内
川
板
金
工
業
）

が
選
任
さ
れ
た
。

技
能
士
会
田
中
好
信
氏
、
健
康

保
険
水
谷
章
氏
が
留
任
さ
れ
平
成

過
年
度
の
新
役
員
が
決
議
さ
れ

た
。

（
熱
田
・
南
）
伊
藤

熱
３
月
各
支
部
の
動
き

愛

…
…

集


